
ひきこもりから

社会参加へ
～地域連携・地域共生

の現場から～

PanasonicＮＰＯ/ＮＧＯサポートファンドｆｏｒＳＤＧｓ助成事業
【これからのひきこもり支援を考えるシンポジウム】

●開催日時：１０月２５日（土）【開場１３時１５分／開会１３時３０分】

＜第1部＞基調講演 １３時３５分～１４時４５分

水野淳一郎氏（長信田の森心療クリニック副院長）

＜第2部＞トークセッション １５時～１６時３０分
スピーカー 森川真嗣氏（ゲストハウス経営）

児島一平氏（NPO法人
みんなの未来かいたく団代表）

石田貴裕氏（NPO法人淡路プラッツ代表理事）

ファシリテーター 田中成幸氏（合同会社Co-Work-A代表）

※講師・スピーカー・ファシリテーターの詳細は裏面をご覧ください。

【会場地図】

●会場：ドーンセンター
（大阪府立男女共同参画・青少年センター）

４階 大会議室１

住所：大阪府大阪市中央区大手前１丁目３-４９

最寄駅：天満橋駅

当日の連絡先：０８０-６１３０-２０９８

（淡路プラッツ）

●申込方法：こちらの申込フォームより
お申込みいただくか、
淡路プラッツまでお電話

              ください。

              (０６-６３２４-７６３３／
                   火～土の１１：００～１７：００)

【申込フォーム】

わが子にいち早く「働いてほしい、自立して欲しい」と願う気持ちはわかりますが、就労に至るま
での“社会参加のかたち”も重要です。まずは支援機関や地域と連携しながら、本人のペースに合わ
せた“出番と役割”を創ることから始めませんか。

この度は、秋田県にて医療と居場所を活用した若者支援を行っている長信田の森心療クリニックの
水野淳一郎氏をお迎えし、支援の実践と地域での関わり、また今後のひきこもり支援についてお話し
いただきます。第２部では、淡路プラッツ・南河内プラッツの若者たちが各エリアでの地域連携を通
じて、社会参加・自立へと繋がっていく姿をエピソードとともにお伝えします。
ひきこもり146万人、高齢ひきこもりや地域の過疎化など課題は尽きず、個人の力だけでは解決でき

ません。だからこそ、このシンポジウムを通して今一度「これからのひきこもり支援」と、世代や分
野を超えてともに支え合う「地域連携・地域共生」の可能性と未来について一緒に考えましょう。



主催団体 ＜特定非営利活動法人 青少年自立支援施設 淡路プラッツ＞

：06-6324-7633
：ibasyo@awajiplatz.com

淡路プラッツは「親の会」から発足し34
年の実績を持つNPO団体です。

現在もご家族とスタッフが協力してサポー
トする形で、「居場所」を中心とした若者自
立支援の場であると共に、ご家族も安心でき
る場所になるよう活動しています。

ファシリテーター紹介
田中成幸氏（合同会社Co-Work-A 代表）

大学院時代に学業のつまずきによる引きこもりを経験。三回の就職活動を経て、株式
会社野村総合研究所に入社。こども若者支援に係る政策調査・実行支援に携わる。そ
の後合同会社Co-Work-Aを設立、非営利組織や自治体の子ども若者支援の取り組みを
サポートしている。子ども家庭庁の子ども若者支援地域協議会・総合相談センターア
ドバイザーを務める。

＜第2部＞ スピーカー紹介

2002年より大阪市内のひきこもり支援フリースペースに入社後、2006年より淡路プ
ラッツスタッフとなり、2016年より代表へ。居場所・訪問・就労実習での若者との関
わりを始め、面談・講座・親の会では親ごさんと多く関わる。出身エリアの河内長野
市にて「南河内プラッツ」の運営・活動も行なっている。キャリアコンサルタント。

石田貴裕氏（特定非営利活動法人青少年自立支援施設淡路プラッツ 代表理事）

児島一平氏（NPO法人みんなの未来かいたく団代表理事/株式会社一善堂 代表取締役）

高校生時に不登校。自殺も考えるほど人生のドン底。卒業後、何とか大学に進学でき
たお陰で、その自由な生活の中で自分を取り戻す。2005年に起業するも何か人生の意
義を見出したいと考え、2014年、里山再生とひきこもり再生を掛け合わせたNPO法人
を設立。現在に至る。

森川真嗣氏（ゲストハウス木雲 代表）

大阪の淡路で昭和4年より続く銭湯の息子に生まれ、地元で活動したい思いから2008
年～2015年まで“まちづくりコンサルタント”と呼ばれる職に付く。が“まちづく
り”も“コンサルタント”も好きになれず、2016年よりゲストハウス木雲をオープン。
2025年現在、淡路プラッツの若者の仕事場または生活の居場所としてゲストハウスを
活用してもらえないか、模索中。

＜第1部＞ 基調講演 講師紹介

大学卒業後、法務教官として神奈川医療少年院に入職。その後、医療機関に転
職し、アルコール依存症・薬物依存症の治療に携わる。2001年現院長と共に秋
田県三種町の熊が出る森の中に長信田（ながしだ）の森心療クリニックを開院
する。それから約24年間、日々不登校・引きこもりの若者たちとかかわり、格
闘して来た。「目の前の人から学ぶ」をモットーに、共に動き、汗をかき、時
に涙を流し、終わらぬ青春を過ごしている。昭和41年10月生まれ、還暦一歩手
前の59歳。

水野淳一郎氏（長信田の森心療クリニック副院長 精神保健福祉士・公認心理師）

住所：〒533-0032 
大阪市東淀川区淡路4丁目33-4-2階
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